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トヨタが地域社会に与えた影響
　  西三河地域の変容についての考察  　
櫻　井　善　行　
図１　西三河の位置と範囲

































































｢ 平成の大合併」を経て、現在では 9 市 1 町
の自治体に落ち着き、面積は 1979km2、人
口は 158 万人を擁する地域である。愛知県総
体が面積 5165km2、人口が 744 万人、名古








































































































































の巻き返しで、三好町を除く 1 市 4 町 2 村に










の移行要件が成立して 2010 年 1 月には「み
人口 内男 内女 外国人 内ブラジル 内フィリピン 面積 km2
岡崎市 379918 191910 188008 8470 2685 1551 387.24
碧南市 71871 36715 35156 3008 1557 343 35.86
刈谷市 148582 78011 70571 3588 701 994 50.45
豊田市 422181 219744 202437 13377 5120 1381 918.47
安城市 184780 94710 90070 5544 1802 1481 86.01
西尾市 170166 86663 84503 5832 2320 887 160.34
知立市 70671 37083 33588 4025 2297 454 16.34
高浜市 46301 23967 22334 2271 1272 233 13
みよし市 59616 30584 29032 1495 475 227 32.11
幸田町 39332 19798 19534 704 167 179 56.78
1593418 819185 775233 48314 18396 7551 1756.6
表２　西三河の概要（1）
豊田市は 2005 年 4 月に東西加茂郡 4 町 2 村を合併して現在規模に、西尾市は 2011 年に幡豆 3 町を吸収合併

























































小学校数 中学校数 高校数 幼稚園数 内公立 保育園数 内公立
岡崎市 48 23 11 25 3 53 35
碧南市 7 5 2 5 5 14 5
刈谷市 15 6 5 18 16 13 10
豊田市 75 28 15 36 15 67 52
安城市 21 8 5 13 4 33 23
西尾市 26 10 5 6 3 36 26
知立市 7 3 2 4 0 13 10
高浜市 5 2 1 5 4 10 2
みよし市 8 4 1 6 0 10 8






















の 面 積 は 160.27km2 あ り 旧 岡 崎 市 の
226.97km2 と合わせると 387km2 にもなり名
古屋市をしのぐ広大な面積になる。人口は合

















































































は、2011 年 当 時 人 口 58,406 人、 面 積












果、2010 年 8 月 27 日、幡豆郡 3 町（一色
町・吉良町および幡豆町）との合併調印式が
行われ、翌年の 2011 年 4 月 1 日、各町は西
［岡崎・額田の合併のあゆみ］
2003 年 7 月　額田町からの申し入れにより、






2003 年 10 月　額田町議会が岡崎市との合併
を希望
2003 年 12 月　幸田町議会が合併特例法期限
内の合併を見送り、その結果岡崎市と額田
町の枠組みで法定協議会を設置し、幸田町
は参加しないことを 1 市 2 町首長会議で合
意に到る
2003 年 12 月　岡崎市・額田町の両議会が合
併協議会設置を議決
2004 年 1 月　「岡崎市・額田町合併協議会」
を設置






















































































平成 25 年度歳入計（千円） 173,817,254 56,329,418






























































































































































　西三河は 21 世紀初頭ではまだ 8 市 9 町 2
村の自治体から成り立っていた。「平成の大





が 1918（大正 7）年 1 月 30 日に誕生した。株
式会社豊田自動織機（TOYOTA INDUS-
TRIES CORPORATION）の設立は 1926（大



























































































































中心市と周辺市町村が 1 対 1 の協定を締結す
ることを積み重ねる結果として形成される圏
域になる。定住自立圏構想は、協定により連
携や協力を図るもので、市町村合併や広域連
合とは異なる新たな地域づくりである。
「衣浦定住自立圏」HP　https://www.city.
kariya.lg.jp/teijyu/jirutsukenkoso/index.
html
８  幸田町は西三河の最東部に位置していること
もあって、岡崎生活圏と同様、東に隣接する
東三河の蒲郡市とも繋がりがあった。現在も
火葬は蒲郡市と共同である。
９　公益財団法人日本都市センターの HP を参考
に岡崎額田地域の合併の流れを時系列で整理
した。http://www.toshi.or.jp/
10　西尾市は約 50 ある全国京都会議にも参加して
いるが、中心市街地が古い町並みを残し、伝
統的な行事もあるという理由からである。こ
の是非はさておくとして、西尾市が他の西三
河の都市と比較して独特な文化の街であるこ
とは否定できない。
11　幡豆郡豊坂村は 1906（明治年）に豊国村と松
坂村が合併したものである。
12　豊田佐吉発明の「自動織機」を製造するため、
愛知県碧海郡刈谷町 （現刈谷市）に株式会社
豊田自動織機製作所 〈現株式会社豊田自動織
機〉を 1926（大正 15）年設立。
13　グローバル化の具体的な現れは、トヨタ自動
車では海外生産が国内生産を上回る時期であ
り、大量の日系の外国人が国内に流入する
1990 年代以降のことである。
14　リーマンショックからトヨタショックに至る
まで 1 年程度の誤差があるが、トヨタに限ら
ず「派遣切り」に代表される非正規労働者の
雇い止めは大きな社会問題となった。全国的
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